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とも に活 動する 喜びを 味わう ①低 学年♣

題 材 ・・・ 「かかりはっぴょうかいをしよう」

ねらい ・・・ かかり活動の様子を、友だちと協力して発表する

工夫点 ・・・ かかり紹介カードの作成

準 備 ・・・ ＊紹介カード＊メッセージカード

児童の活動 教師の支援と評価（◎）

【 】事前の活動
学 級活 動 ○ み ん な に 紹 介 し た い 係 の 仕 事 の ・ カー ド 作 成 の 仕 事 分 担 を 話 し 合 い、 全 員

様子を 表す （紹 介カ ード ） で 取り 組める よう に話 す
・表 し方 の工夫 や個 々の 取組 を支 援す る

○ 仕 事 の こ と 、 が ん ば っ て い る こ ・ 個々 の よ さ を 生 か し た 発 表 の 工 夫を 支 援
となど 発表 の練 習を する する （ 紙 芝 居 ・ ペ ー プ サ ー ト ・ クイ ズ ・

劇など ）
・発 表も 全員で 楽し くで きる よう に話 す
◎友 だち と楽し く発 表の 練習 がで きる

○ 司会準 備を する ・学 級の 実態に 応じ た準 備を する

【 】本 時 の 活動
１ はじ めの こと ば ・ 発表 す る 側 、 聞 く 側 に わ け て 今 日の 活 動
２ めあ ての 確認 の めあ てを伝 える
３ 係発 表会 ・ プロ グ ラ ム 等 を 黒 板 に 掲 示 し て おい て も
①係 の紹 介 よ い
わた したち はこん 何かつ くってほ し

・ 練習 の 成 果 が 発 揮 で き る よ う に 、言 葉 かなかざりを つくっ いものがあっ たら

け をす るてかざりコ ーナー いってくだ さい

にかざり ました

◎友 だち となか よく 楽し く発 表が でき る

・ 係の 活 動 の よ い と こ ろ を ど ん ど ん意 見 と
②み んな から し てい えるよ うに 発表 を賞 賛す る
発表 か らよ かっ た とこ ろを 伝え た り、 メ
ッ セー ジカ ード に書 いた りす る

これからも かざりが あると

どんど んつくっ き ょうしつがき れ

◎ 各係 の 活 動 の よ い と こ ろ を 見 つ ける こ とて ね いでいいとお も

が でき るいます

・ 発表 の 準 備 、 練 習 、 発 表 会 の 取 組の 努 力
４ 先生 から を 賞賛 する

・ 発表 会 後 係 の カ ー ド と 友 だ ち か らの メ ッ
５ 終わ りの 言葉 セー ジ カ ー ド を 教 室 内 に 掲 示 し 、活 動 へ

の 意欲 を高め る

【 】事後の活動
帰 りの 会 ○ 係 ご と に こ れ か ら の 活 動 を 考 え ◎ 友だ ち に 認 め ら れ た こ と で 次 の 活動 へ の

取り組 む 意 欲が もてた か

常時 ○ 係 の 活 動 の よ い と こ ろ を み つ け ・ 学級 通 信 や 学 級 活 動 コ ー ナ ー に よさ を 掲
カード に書 く 示 する

日 常 生活 の中 で いち ばん 身近 な 係活 動に つ いて 、仲 間と 仕 事内 容や がん ばっ て い留意点
る こと を確 認し なが ら、 他の 友だ ちに 伝 える 「か かり はっ ぴょ うか い」 の準 備 を

する 「 かか り」 とい う 共通 な話 題 の中 での 「が ん ばっ てい る こと の確 認 「も っと こん な こ。 」、
とが んば ろう 」 とい う話 合い をし なが ら、 紹介 カー ド を協 力し て作 成す る。 作成 した カー ド を
もと に、 みん な に伝 える ため の発 表の 準備 をす る。 発 表会 をす る。 友だ ちか ら「 よい とこ ろ の
メッ セー ジ」 を もら う。 この よう な一 連の 活動 を「 同 じか かり 」の 仲間 と体 験す るこ とで 、 な
かよ く助 け合 って活 動す る楽 しさ や喜 びを 味わ うこ とが 期待で きる 。
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とも に活動 する喜 びを 味わう ①低 学年♣

かか り

なか まの かお を
かく

か かりし ょう かいカ ード

か か り し ょ う か い
カ ー ド は 、 分 担 し て
作 業 が 進 め ら れ る よ
う に 、 台 紙 に 部 分 を
貼 っ て い く 形 を と る
と よい と思い ます 。

み ん な で つ く っ て みかか り さ ん へ
ん な で 発 表 す る 体 験
を 楽 し く 活 動 さ せ た
い もの です。

友 だ ち と が ん ば っ
て 発 表 し た こ と に 、
聞 い て い る 友 だ ち か
ら の 励 ま し の 一 言 が
次 の 活 動 へ の 意 欲 に
つ な が り ま す 。 教 室
背 面 等 に し ょ う か い

カ ー ド を 貼 り 、 そ のよ り
ま わ り に メ ッ セ ー ジ
カ ー ド を は る も よ い
で す。

メ ッセ ー ジカ ー ド
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とも に活 動する 喜びを 味わう ② 中学年♣

題 材 ・・・ 「思い出カレンダーをつくろう」

ねらい ・・・ 学級の歩みをふり返り 、協力してカレンダーづくりに
取り組む

工夫点 ・・・ カレンダーづくり

準 備 ・・・ ＊原案作成シート＊三大ニュース発表シート

児童の活動 教師の支援と評価（◎）

【 】事前の活動
帰 りの 会 ○ 議題の 決定 ・子 ども の 発意 を 生か した 議 題で 活動 でき る

例 思 い出 カレ ンダ ーをつ くろ う よ うに する「 」

放 課後 ○ 話合い の準 備 ・子 ども た ちの 実 態に 応じ 計 画委 員の 活動 内
提案理 由を 練り 上げ る 容 を決 め、 支援 の場 面 も柔 軟に 設定 する
話合い のめ あて ・流 れを 決め る

帰 りの 会 ○ 班 ご と の 話 合 い で 三 大 ニ ュ ー ス ・一 人ひ と りの 考 えを 大事 に した 話し 合い が
を考え る 進 めら れるよ う支 援す る（ Ｐ19参照 ）

（ 原案 作成シ ート Ｐ25 ）
・一 人ひ と りの 思 いが 集ま っ たカ レン ダー づ
く りと なるよ う配 慮す る

・ニ ュー スを絵 に表 し発 表の 際使 用す る
（ 三大 ニュー ス発 表シ ート ）

◎班 での 話し合 い、 発表 準備 に協 力し てい る

【 】本 時 の 活動
１ はじ めの 言葉
２ 学級 の歌
３ 役割 の紹 介
４ 議題 と提 案理 由の 説明 ・議 題提 案者の 思い を全 員で 共有 する
５ 話合 いの めあ ての 確認 ・ めあ て を 確 認 し 見 通 し を もっ て 活 動 で き る
例「 みん なの 大切 な思 い出 を残 そう」 よ うに する

６ 話合 い
(1)班 で考 えた３ 大ニ ュー スを 発表 する
(2)３ 大ニ ュ ース をま とめ てカ レン ダー ・ みん な の 思 い が 集 ま っ た 集団 決 定 と な る よ
の 構成 を考え る う、 少 数 意 見 も 大 切 に し 、よ り よ い 決 定 が

で きる よう助 言す る
・ 形に と ら わ れ ず 、 み ん な の大 切 な 思 い 出 を
残せ る カ レ ン ダ ー と な る よう な 意 見 が 出 る
よ うに 言葉か けを する

◎ 友だ ち の 考 え を 認 め 、 自 分の 考 え を 述 べ て
い る

(3)役割 分担 をしよ う ・ 個々 の 得 意 な 分 野 を 発 揮 して 作 成 に 取 り 組
ど んな 役割を つく るか 考え る め るよ う配慮 する
役 割分 担をす る ・事 前に 計画委 員と 役割 原案 を作 成し てお く

◎自 分の よさを 生か した 役割 が考 えら れる７ 決ま った こと の発 表

８ 先生 の話 ・ 話合 い の 中 で の よ い 取 組 を賞 賛 し 、 カ レ ン
９ 終わ りの 言葉 ダ ー完 成への 期待 を話 し意 欲を 高め る

【 】事 後 の 活動
学 級活 動 ○ 役 割 分 担 ご と の カ レ ン ダ ー の ・ 活動 の 途 中 報 告 を し あ う 中で 、 友 だ ち の が

作成 んば り や 他 の 係 の 協 力 を 認め 合 い 完 成 を 皆
で 楽し みにで きる 雰囲 気を 大事 する

帰 りの 会 ○ 作業の 経過 報告 をす る ◎ 協力 し て 、 カ レ ン ダ ー づ くり に 取 り 組 ん で
い る

学 年末 に 実施 す る とよ い 活 動例 で ある 。 活 動意 欲 旺 盛な 中 学年 で は 、内 容 を 変留 意 点
え て様 々な 場面 設定 で取 り組 むこ とが で きる 。３ 大ニ ュー スを 決め ると きは 、 班

でそ の場 面に ふ さわ しい 絵を 描い たも のを 掲示 する こ とで 、１ 年間 の思 い出 の場 面を いろ い ろ
振り 返り 、和 や かり な雰 囲気 の中 で話 合い を進 める こ とが でき る。 決定 の場 面は ひと りひ と り
の思 いを なる べく生 かし なが ら決 めら れる よう 支援 する ことが 大事 であ る。



- 25 -

とも に 活動 する 喜 びを 味わ う ② 中学 年♣
原案作成シート

理由

理由

理由

年 組 （ ）

三 大ニ ュー ス発 表シ ート

カ レン ダー の部 分

思い 出の タイ トル

思 い出を 短い 文で ・・ ・・

思い 出の 場面 を絵 で表 す・ ・・・

作

＊子 ども の発 意 を生 かし て作 成す るこ とが 一番 です が 、工 夫し て表 現す るこ とが 役割 を増 や し
子 ども の活 躍場面 を増 やす こと にな りま す。
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とも に活 動する 喜びを 味わう ③高 学年♣

題 材 ・・・ 「ハッピー記念日をつくろう」

ねらい ・・・ よりよい学級生活を送ろうと、支え合い、助け合って
活動する

工夫点 ・・・ ラベルトーク

準 備 ・・・ ハッピー日記・解決のカギ・記念日コーナー

児童の活動 支援のポイントと評価◎

【 】事前の活動
帰 りの 会 ○ 学 級 の 問 題 点 を ア ン ケ ー ト に 書 ・ 子ど も た ち が 学 級 の 問 題 点を ど ん な と こ ろ

く に感 じ て い る か 把 握 し 、 より 広 い 視 野 で 学
級 生活 を見る こと がで きる よう に支 援す る

◎学 級の 問題に 気付 いて いる か
○ アンケ ート 集計 ・ 問題 点 の 内 容 を 把 握 し 人 権に か か わ る 事 項
計画委 員の 話合 い準 備 に 対し ては最 善の 注意 をは らう

○ ア ン ケ ー ト 結 果 を 見 て 個 々 に 考 ・ 必要 で あ れ ば 解 決 策 等 個 々の 考 え を 書 く も
えをま とめ てお く の を用 意して もよ い

【 】本時の活動
１ はじ めの 言葉 ・み んな の力で 解決 でき たと きに その 日を 記「
２ 議題 ・提 案理 由・ めあ ての 確認 念 日」 とする 活動 のめ あて を確 認す
３ 話し 合い
①班 の話 合い 班ご と に 決 め た 問 題 点 に 理由 を 明 確 に し て・
○ アン ケ ート 結果 か ら学 級の 問題 点 につ い 発 表で きるよ う助 言す る。
て個 々 に考 えた こ とを 出し 合い 、 一番 に 今 解決 しな けれ ば なら ない 問題 かど うか 」・「
解 決し なけ れば なら ない 問題 点を決 める 安 易な 集団決 定に なら ない よう 助言 する

②全 員の 話し 合い
○班 での 話し 合い の結 果を 発表 する 教室 内 に 掲 示 し 課 題 解 決 をみ ん な で 意 識 で・
○解 決す る問 題を 一つ 決め る き るよ う工夫 する
○解 決策 を班 で話 合い 出し 合う

◎解 決策 を考え 発表 して いる③ 解決 策 を一 つ一 つ カー ド「 解決 の 鍵」 に
書 き、 掲示 し確 認す る

○ 自分 の 取り 組む 解 決策 を決 めて カ ード ・ 安易 な 自 己 決 定 に な ら な いよ う 実 態 に 対 し
（ ハッ ピー 日記 ）に 記入 する て 何を 努力す るか 個々 に助 言す る

記 念 日 づ く り コ ー ナ ー 」 を つ く り 、 意 識○カ ード に日 々の 努力 を自 己評 価する ・「
を 高め る

【 】事 後 の 活動
○ 自 己 評 価 後 の 感 想 と 解 決 策 へ の 友だ ち と 支 え 合 っ て 活 動 して い る こ と を 確帰 りの 会 ・
あ り が と う カ ー ド を 記 入 し 、 掲 認 しな がら個 々へ のア ドバ イス をす る
示する ・一 人一 人の活 動へ の努 力を 賞賛 する

○ 全 員 の 実 践 で 課 題 が 解 決 で き た ◎ 解決 し た こ と を 自 分 の 喜 び、 み ん な の 喜 び
ことを 全員 で確 認す る と して 受けと めて いる

○ 「 ○ ○ の 記 念 日 」 掲 示 物 を つ く ・ みん な で 解 決 で き た こ と を賞 賛 し 次 の 活 動
る へ つな げる

子ど も たち が学 級 の様 々 な問 題 をみ んな で 解決 で きた 日を 「 記念 日」 と して 、 大留 意 点
事に する 。こ れ は自 主的 に学 級生 活を よく しよ うと す る子 ども たち の気 持ち の象 徴と する 。 例
えば 「 忘れ 物 なし ギ ネス 」 等で は、 個 々の 問 題で あ りな が ら、 その 解 決に 自 分だ け で悩 む の、
でな く、 友だ ち が考 えた 解決 策を 実践 して みる こと で 解決 でき る喜 びを 感じ たり 、友 だち に 支
えら れて いる 喜 びを 実感 しな がら 高め 合う 子ど もの 姿 が期 待で きる 。支 え合 い、 助け 合う 姿 、
友だ ち との か かわ りが 伝 わっ て くる よ うな 掲 示物 も効 果 的で あ り 「 子 ども た ち一 人 一人 が 学、
級を つく って い る」 こと を実 感さ せた い。 さら に、 活 動を 継続 する こと で、 問題 の質 が基 本 的
生活 習慣 に関 するこ とか らよ りよ い学 級づ くり へと 変化 するこ とも 期待 でき る。
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とも に 活動 する 喜 びを 味わ う ③ 高学 年♣

問 題点 わ たし の選ん だ
解決の カギ

班 で考 えた

とっ てお きの 解決 策

きょう のふ りか えり月日

／

／

／

班よ り／

／
＊ 解決 策は 班で 考え た他に 、個 人の

／ 考 え を ど ん ど ん取 り 入 れ て も 意
欲的 な活 動が 期待 できる 。

「 記 念 日 づ く り コ ー ナ ー 」 掲 示 例

各班 で考え た「 解決の カギ 」を問 題点 の周り には り、そ の中 から個 々に解 決策 を選ん で

実践 に取り 組む 、解決 でき たら「 あり がとう カー ド」に メッ セージ を記入 し貼 る。
全員 が解決 でき たら全 員で 確認し 「○○ ○記 念日」 をつ くる、
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